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進路選択自己効力 77.56 14.07 ―
親子間コミュニケーション（独自性） 31.96 6.59 .414 ―
親子間コミュニケーション（結合性） 30.88 5.23 .479 .664 ―
レジリエンス（資質的要因） 38.22 7.67 .561 .342 .280 ―
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